
83回目のクリスマス、おめでとうございます   2025.12.24. 

 

2025 年のクリスマス礼拝の日の朝、バルコニーの片隅で、小鳥たち

へのクリスマスプレゼントとして育てて来たクリスマス柊の覆いを外

し、リビングからよく見える、バルコニーの真ん中に置きました。今年

は思いの外沢山、タワワに実をつけたようで、「大盤振る舞いだワィ！」

と内心悦に入りました。もうこの柊も我が家の一員となってから、10

年ほどになります。毎年、メジロやヒヨドリが飛んできては、枝に足場

を取って、実に寄り、口に含む姿を見ることができるのは、クリスマス

のもう一つの楽しい行事になっています。これまでは 24 日にプレゼン

トしていましたが、今年は早めました。それは、ここは思い出の、懐か 

しい場所と知っているヒヨドリが、偵察に飛んできていたからです。 

 この日の礼拝には、懐かしい方々が参加して下さって、お顔を見合わせて、共にニッコリしま

した。貧しい者の中に、その一人として生まれた主イエスが私たちと共におられるというメッセ

ージ、また、私の愛唱讃美歌が歌われたのも、なんて嬉しいことでしょう。 

♫ 喜びは胸に満ち溢れる、あまりに大きいこの恵みよ。 

神の独り子がこの世に生まれて 私の兄弟となられたから。（讃美歌 21－271） 

礼拝後に、コロナ感染予防のため、縮小していた祝会が、雛形で持たれました。司会者が最初

に「クリスマスに洗礼を受けた方は手を挙げてください」と言われましたので、該当者の私は手

を挙げました。次に、「この方たちのうち、緑色のものを身に着けている方は、小さくスピーチ 

をしてください」とのことでした。私は白いカーディガンを着ていま

したので、安心していましたら、司会者が襟元のブローチを見つけ

て、「緑色がついています」と言われました。このブローチは革製で、

かなり前に、敬愛する伊藤先生から頂いた、クリスマスになくてはな

らない花・ポインセチアのブローチです。手作り感があって、可愛ら

しく、軽いので、どんな布地にも気軽につけることができて、愛用し

ていました。突然のことでアタフタしましたが、スピーチをしました。  

 「私が洗礼を授けられたのは 83 年前、1942 年 12 月 20 日（日）クリスマスの夕礼拝の時で

す。父母の信仰の願いによって、幼児洗礼を授けられました。全く記憶はありません。何しろ 7

ヶ月の赤ん坊でした。それから 83 年！83 回めのクリスマスをお祝いしています。」 

両親は私の洗礼を非常に喜び、2 日後に、写真館で、受洗記念の撮影までして、祝ってくれま

した。私は両親の信仰に従い、また、教会の皆様に愛されて過ごし、教会の友人と親しく交わり、

活動することで喜びを感じる単純な信仰の持ち主です。自分の信仰のことをあまり考えること

もありませんでした。けれども、教会で洗礼を受けられる方々の真剣な求道の姿に接し、自分の

いい加減さにメゲル時もありました。そんな私も大学生になってやっと堅信礼（信仰告白式）を

申し出て、教会の皆様と同じように、責任的に教会に関わりたいという思いになりました。こん

な私を、両親は何も言わず、ただ、守り、支え、祈ってくれました。このような私が、牧師の妻

となり、今日まで、教会に繋がって、皆様と共に信仰に生きて来られて、私は本当に幸いな人だ

と言えます。今、つくづく実感するのは次の聖句です。自分自身の信仰を自分で評価せず、ただ、

このような私を、主イエスが選ばれたと信じ、委ねて、従って行きたいと願っています。 

あなたがたがわたしを選んだのではない。わたしがあなたがたを選んだ。あなたがたが出かけて行っ

て実を結び、その実が残るようにと、また、わたしの名によって父に願うものは何でも与えられるようにと、

わたしがあなたがたを任命したのである。（ヨハネ 15:16） 


